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CO2 圧力の検討と種々のアニリン誘導体を用いた Hammett プロットの結果を元に、CO2 圧力が十分な場
合は律速段階がアニリン誘導体の求核攻撃であることを的確に説明した。また、本研究の将来の工業化
の可能性について問われた総括的な質問に対して、これまでの研究を通して得られた知見を元に、いく
つかの課題があるものの十分工業化の可能性があることを言及した。 
以上のように、博士論文の発表、ならびに、質疑応答の内容は博士（工学）として十分な水準にあると
認められた。 
 
〔最終試験結果〕 
 令和元年9月12日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者の論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、筆者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
